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（様式１） 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標及び年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校理念（使命）】 

  ○安心・安全な学校  ○学力・体力の向上  ○人権尊重の精神 

 

・基礎・基本の充実を図り、自主性の育成に努め、学力・体力の向上を図る  

・自らを律し、互いに違いを認め合い、他者への思いやりの心を育て、人権  

尊重の精神を養う  

・基本的生活習慣を身につけ、たくましく生きる力の基礎を育み、健康で活力ある  

学校生活をおくる生徒を育成する  

 

【大阪市立加美中学校校訓】  

   自   主  ・ 協   同  ・  明   朗  

  ・自主的、創造的に知識、技能をみがき、高い協同意識のもと、  

お互いに愛しあい豊かな情操と強い身体をもつ明朗な生徒になろう  

 

【生徒努力目標】  

◆  時 間 を 大 切 に し よ う 

◆  学校を美しくしよう 

◆  あいさつをしよう 

 

現状と課題 

・日々の教育活動において、指導法の研究・工夫・改善に取り組んだ結果、生徒の学

習に対する取り組み姿勢に良好な変化が見られる。様々な取り組みに対する変化は

みられるが、全国学力・学習状況調査や英語能力判定テストなどにおいて、学力の

向上を示す大きな数値変化は見られない。 

・日々の教育活動の様々な場面で「互いを思いやる心の育成」を計画的・継続的に実

践してきた。結果として、全ての学校行事において、生徒が協力し合う姿が発揮さ

れ、秩序ある集団活動ができつつある。しかし、集団に馴染めない一部の生徒の指

導と育成が課題である。 

・健康の大切さを理解させる取り組みの成果として、健康診断後の受診率が前年より

向上している。一方、朝食を食べてこない生徒の割合に大きな改善は見られない。 

・特別支援教育担当者、特別支援教育委員会を中心に全教職員が、一人ひとりを大切

にしたきめ細やかな指導と支援を行い、個に応じた対応が拡充している。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

【安全・安心な教育環境の実現】 

・年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 85％以上にする。 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

 

本校の中期目標 

・学校教育アンケートの「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 80％以上にする。 

【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・学校教育アンケートの「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答す

る生徒の割合を 85％以上にする。 

【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・毎年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・学校教育アンケートの「相手の気持ちを考えて話をしたり行動したりしている」に対して、

肯定的に回答する生徒の割合を 90％以上にする。 

【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・学校教育アンケートの「自分にはよいところがあると思う」に対して、肯定的に回答する

生徒の割合を 70％以上にする。 

【基本的な方向３ 豊かな心の育成】 

 

学校園の年度目標 

・学校教育アンケートの「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 75％以上にする。 

・学校教育アンケートの「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答す

る生徒の割合を 80％以上にする。 

【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・年度末の行内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

 【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

・学校教育アンケートの「相手の気持ちを考えて話をしたり行動したりしている」に対して、

肯定的に回答する生徒の割合を 85％以上にする。 

【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・学校教育アンケートの「自分にはよいところがあると思う」に対して、肯定的に回答する

生徒の割合を 65％以上にする。 

【基本的な方向３ 豊かな心の育成】 
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【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

・年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答す

る生徒の割合を 85％以上にする。 

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の

割合（４技能）を 56％以上にする。 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 75％以上にする。 

 

本校の中期目標 

・学校教育アンケートの「授業が分かりやすい」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を

75％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・中学校チャレンジテストの対府平均比を、同一母集団で比較し、いずれの学年も令和３年

度よりいずれの学年も前年度より３ポイント向上させる。 

 【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的に回答する生徒の割合を

80％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「家でも学習している」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を

55％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「読書が好きですか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を 65％

以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の

割合（４技能）を 55％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「体を動かすことは好きですか」に対して、最も肯定的に回答する

生徒の割合を 70％以上にする。 

【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・学校教育アンケートの「自分の健康のために、食事に気をつけている」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を 70％以上にする。 

【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 
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学校園の年度目標 

・学校教育アンケートの「授業が分かりやすい」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を

70％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・中学校チャレンジテストの対府平均比を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度よ

りも 1 ポイント向上させる。 

 【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的に回答する生徒の割合を

37％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「家でも学習している」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を

50％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「読書が好きですか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を 60％

以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の

割合（４技能）を 53％以上にする。 

【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学校教育アンケートの「体を動かすことは好きですか」に対して、最も肯定的に回答する

生徒の割合を 43％以上にする。 

【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・学校教育アンケートの「自分の健康のために、食事に気をつけている」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を 65％以上にする。 

【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

・令和 7 年度末の大阪市調査において、授業日において学習者用端末を毎日使用した生徒の

割合を 100％にする。 

・令和 7 年度末の大阪市調査において、教員の勤務時間上限に関する基準を満たす教職員の

割合を 75.4％以上（基準 2）にする。 
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本校の中期目標 

・学校教育アンケートにおいて、授業日において学習者用端末を毎日使用した生徒の割合を

95％にする。 

  【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進】 

・大阪市調査において、教員の勤務時間上限に関する基準を満たす教職員の割合を 73％以上

（基準 2）にする。 

  【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・教職員アンケートの「校内研修が充実していたと思うか」の項目について、肯定的に答え

る教職員の割合を 90%以上にする。 

 【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・学校教育アンケートの「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）1 日当たり 

 どれくらいの時間、読書をしますか」に対して、肯定的に答えない生徒の割合を令和 3 年

度より 3 ポイント減少させる。 

  【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

・大阪市調査において、「学校は家庭・地域との連携を密にとっているかの項目について 

 肯定的に答える保護者の割合を、80%以上にする。 

  【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

 

学校園の年度目標 

・学校教育アンケートにおいて、授業日において学習者用端末をほぼ毎日使用した生徒の割

合を 90％にする。 

  【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進】 

・教職員アンケートの「校内研修が充実していたと思うか」の項目について、肯定的に答え

る教職員の割合を 85%以上にする。 

 【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・大阪市調査において、教員の勤務時間上限に関する基準を満たす教職員の割合を 70％以上

（基準 2）にする。 

  【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・学校教育アンケートの「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）1 日当たり 

 どれくらいの時間、読書をしますか」に対して、肯定的に答えない生徒の割合を令和 3 年

度より 1 ポイント減少させる。 

  【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

・大阪市調査において、「学校は家庭・地域との連携を密にとっているかの項目について 

 肯定的に答える保護者の割合を、75%以上にする。 

【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

 

・令和 7 年度末の全国学力・学習状況調査において、「地域学校協働本部やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｸｰﾙな

どの仕組みを生かして、学校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、

学校行事の運営など、保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか」に対して、

肯定的に回答する中学校の割合を 77％にする。 

【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 
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３ 本年度の自己評価結果の総括 
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教頭 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・働き方改革の推進を行う。 

 指標  

大阪市調査において、教員の勤務時間上限に関する基準を満たす教職員の割合を

70％以上（基準 2）にする。 

取組内容②【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

・学校行事、お知らせを適宜、更新し、地域・保護者への情報提供を積極的に行う。          

 指標  

毎日学校ホームページを更新し、年度末に学校ホームページへのアクセス回数を

１０万回以上にする。 

取組内容③【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

・地域学校協働活動を推進する。       

 指標  

大阪市調査において、「学校は家庭・地域との連携を密にとっているかの項目につ

いて肯定的に答える保護者の割合を、75%以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 
 

  

次年度への改善点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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教務部 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

全教職員が年１回以上の公開授業を実施し、各教員の指導力の向上を目指す。 

 

指標 

・ 学校教育アンケートの「授業が分かりやすい」に対して、肯定的に回答する生徒

の割合を 70％以上にする。 

・ 中学校チャレンジテストの対府平均比を、同一母集団で比較し、いずれの学年も

前年度よりも 1 ポイント向上させる。  
取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

各教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動を通じて「主体的・対話的で深い

学び」の視点で授業改善に取り組む。 

 指標 

・ 学校教育アンケートの「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的に回答

する生徒の割合を 37％以上にする。  
取組内容③【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

学習習慣や定着を図るため、効率よく宿題や提出物を計画的に課す。 

 指標 

学校教育アンケートの「家でも学習している」に対して、肯定的に回答する生徒

の割合を 50％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育 DX の推進】 

授業の中での ICT 活用を促進し、端末持ち帰りによる家庭学習を推進する。 

 指標 

・ 学校教育アンケートにおいて、授業日において学習者用端末をほぼ毎日使用した

生徒の割合を 90％にする。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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生活指導部 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】 

・全教職員があらゆる場面で、いじめは絶対に許されないものであることを指導し、い

じめを未然に防ぐように努め、早期発見、対応に協力して取り組んでいく。また、毎学

期ごとのいじめ等アンケートの調査結果を受けて、いじめ対策委員会を開催し、いじめ

の実態、問題行動の把握と未然防止、早期発見と情報交換、解決にむけて学校として取

り組んでいく。 

・問題行動について会議の時や日頃から情報交換を行い、情報を共有し、問題発生時に

は職員全体が協力・連携して、対応にあたるようにする。 

・教員が生徒会の専門委員を分担し、生徒会活動を充実させる。 

・学校行事、学級活動、部活動などを通じ、集団意識を高める。 

・教育相談の機会も継続し、綿密な状況把握と生徒との信頼関係の構築と維持を図る。 

    

指標 

・いじめの未然防止、早期発見、解決に全教職員で協力して取り組む。また、いじめア

ンケート調査を行い、早期発見、情報共有に努める。 

・本年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を 90％

以上にする。暴力行為を複数回行う生徒を 0 にする。 

・校務部会、職員会議の時や常日頃から、適宜情報交換を行い、生活指導の共通理解を

図り、問題発生時には職員が、協力・連携して指導にあたる。 

・全教員で生徒会の専門委員を分担し、生徒会活動を充実させる。 

・運動会や文化発表会などの学校行事や、球技大会、水泳大会などの学年行事、部活動

などを通して、集団意識形成の機会の場を設ける。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向５、健やかな体の育成】 

・部活動参加率の向上を狙い、部活動がより充実して活動できるように、必要な機材や

備品の購入をすすめる。また、外部指導者の制度を活用し、より部活動を充実させる。 
   

指標 

・部活動に必要な機材や備品を購入し、外部指導者の制度を活用して、部活動を充実さ

せる。また、生徒会説明会などで小学生に部活動参加を呼びかける。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向番号９、地域学校協働活動の推進】 

・生徒の特に気になる様子や行動については、迅速に家庭連絡をとり、家庭と協力・連

携して、指導にあたるようにする。 

・地域や消防署等と連携した防災教育を実施し、地域学校協働活動の推進を図る。 

    

指標 

・必要時には素早く家庭連絡を行い情報を共有することで、家庭と学校が協力・連携し

て、指導にあたれるようにする。 

・地域や消防署等と連携した防災教育を年２回実施する。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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保健環境部 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の充実】 

・保健委員会、美化委員会の活動を通じ、校内美化と健康に対する意識を高める。 

   
 

指標 

・専門委員会で石鹸や洗剤の補充をし、普段の清掃では行き届かない所の清掃も行う。 

・油引き・大掃除を学期に１回実施する。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の充実】 

・子どもたちの安全面に配慮した、校内環境づくりに努める。 

           

指標 

・学期に１回破損調査を行い、不備のある部分については早期に発見する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・「食育つうしん」や食育指導を通して、生徒や保護者の食育意識を高める。                             

 指標 

・「食育つうしん」を定期的に発行する。 

・年に１回以上食育指導を行う。 

取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・「保健だより」などを通して疾病予防及び心の健康への意識を高め、心身ともに健康 

に生活するための育成を図る。         
 

指標 

・毎月１回「保健だより」を発行する。また、アンケートなどを用いて生徒の実態を把

握しながら、心身の健康に対する意識を高める活動につなげる。  
取組内容③【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・各種検診の結果を伝える際に配布物を使用するとともに、懇談等で保護者に呼び

かけ治療意識を高める。      
 

指標  

・昨年度以上の治療率・受診率の向上を図る。齲歯の治療率に関しては２０％以上

を維持する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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1 年 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・特活・道徳・総合を活用し、自己実現や他者理解に向けた取り組みを実施する。 

・様々な行事や取り組みを行い、将来の希望や展望を持たせる。 

  
 

指標 

・反戦平和・性教育・人権教育・キャリア教育等、学年の課題に応じた集中講座を

年３回以上実施する。 

・行事後はアンケートや作文に取り組み、さらに深い理解や自己表現につなげる。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・学力向上のため、基礎・基本を徹底させ、自ら学ぶ精神を養う。   

 

指標 

・朝読・朝学を年間を通して実施する。 

・テスト計画を行い、計画性をもって学習に取り組む姿勢を養う。 

・テスト前には放課後に教室を開放し、自習・教え合いの場を提供する。 

・長期休業中に補習授業を実施する。  
取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・様々な行事を通して、体力の保持増進及び興味関心を持たせる。          

 指標 

・校外学習を年１回実施する。 

・球技大会を年１回実施する。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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2 年 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・道徳・総合・特活を利用し、自己実現に向けた取り組みを実施する。 

・様々な行事やキャリア教育を通し、将来の希望と展望を持たせる。   

 指標 

・道徳・総合・特活を使い、現状の課題にあった活動及びキャリア教育を実施す

る。 

 ・様々な行事を通して、仲間意識が持てるようアンケートを実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力向上】 

・学力向上のため、基礎基本となる学習を身に着け、自ら学ぶ精神を養っていく。   

 

指標 

・朝読を年間通して実施する。 

・自ら課題を発見するために、テスト計画を密に行い、計画性を持って学習に取

り組む。 

・特活、総合の時間を利用して自主的に学習する環境を整える。 

・長期休業中に補充授業を実施する。 

取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・球技大会やスポーツ大会を実施する中で体力の増進を行う。 

         
 

指標 

・校外学習を５月に実施する。 

・球技大会を年１回以上実施する。  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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3 年 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

キャリア・パスポートや外部講師を活用しながら、自分らしい生き方の実現に向

けキャリア教育を進めていく。 

 
指標 

・ 各学期の進路懇談や進路委員会で、全員の進路を保障する。 

・ 年間 2 回の進路説明会を行う。 

・ １学期に外部講師を招き、キャリア教育として SP トランプを行う。 

・ 進路に向け、基礎学力の向上を目的とした取り組みを行う。  
取組内容②【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 人権教育の実践により、生徒が社会の様々な人権課題に対する正しい理解と認識

を持てるようにする。 

 
指標 

・ 道徳・総合的な学習の時間・特別活動を通して、生徒の抱える課題に対応する人

権教育を年間１回以上実践する。 

・ 学校教育アンケートの「自分にはよいところがあると思う」に対して、肯定的に

回答する生徒の割合を６５％以上にする。  
取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

様々な行事での協同を通して、互いを認め仲間意識を向上させる。 

 指標 

学校教育アンケートの「相手の気持ちを考えて話をしたり行動したりしている」

に対して、肯定的に回答する生徒の割合を８５％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

  

次年度への改善点 

  

 

 

 

 

 

 

人権教育委員会 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・各学年・学級・部・委員会・校内組織と連携し、子どもの生活実態や生活課題を把握し、共通理解

をはかる中で、子どもの学ぶ力、生きる力を育む実践を創造し、人権教育を推進する。 

 
指標 

・平和学習の取組みを行う。（取り組み課題に応じて時期を考える） 

・各学年の課題に応じて、生と性の学習を行う。 

・在日外国人問題・多文化理解、障がい者問題、平和学習、いじめ、情報化社会等の人権課題につい

て、子どもの思いや意識を把握し、教職員の共通理解に立った人権教育を推進する。 

取組内容②【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・すべての子どもを「違う個性、可能性を持った存在」として捉えると共に、「それぞれの家庭や地域

における生活を背景に持ち」「学級や学年の中で、学び育つ存在」として捉え、一人ひとりを大切に

する教育を推進し、集団や社会の中で生きる力を育む実践を進めていく。 

 指標 

・外国人教育の取組みとして国際クラブ「三千里の会」を毎週月曜日に行う。 

・国際理解教育では東南ハギモイム（８月）、東南子ども民族音楽会（12 月）、加美モイム（２月）等

に参加し自らの民族性を自覚し誇りを持って生きていく力を育てる。また、ワールドトーク（９月）

や、中国語弁論大会にも積極的な参加を促し、他校の生徒と交流を深める場を提供する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

わかりやすい板書を目指す。特に古典文学の単元では、タブレット端末を活用する。また、授業プリ

ントやワークシートを有効に活用することで、基礎的な内容から、発展的内容まで広く取り組めるよ

う授業を工夫する。 

・漢字や語彙を中心に、課題を出し、基礎学力の定着を図ると共に自主学習の習慣を身につけさせる。 

・様々な朗読方法を導入し、「読む」・「聞く」力を伸ばす工夫をする。また、図書室と連携して読書に

親しませる。 

              

 

指標・「国語が好きだ」という生徒を入学・進級時より増やす。 

取組内容②【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・古文や近現代文の朗読や暗唱をする。また、書写や百人一首、短歌や俳句などを通して日本の伝統

文化に触れる機会を作り、豊かな心を育てる。 

・作文を教材に応じて取り入れ、「書く」・「話す」力を育成する。 

・教員間で教材や教授方法を協議し、魅力的な授業作りを図る          

 

指標「国語の授業がわかる」という生徒を入学・進級時より増やす。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

・授業中に前時の復習や、小テストを実施して基礎的・基本的な内容の定着を行う。 

・必要に応じて、授業プリントの作成や ICT を活用し、生徒が学習内容を理解しや

すいように工夫する。 

・授業では、社会的事象に関する問いを工夫し、生徒に疑問を持たせ、疑問や課題

解決に向けて主体的に学習に取り組める環境を整える。 

・ 

   

 

指標 ICT 機器を利用し、生徒の学習の理解度を深める 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・授業中に前時の復習や、小テストを実施して基礎的・基本的な内容の定着を行う。 

・学習内容によっては、教科の教員間で連携や複数の教員での指導などを通して、

生徒が学習内容を理解できるようにする。 

・教科内で相互授業参観を積極的に行い、意見交流などを通して授業力の向上を図

る。 

   
 

指標 

・基礎的・基本的な内容を確実に定着させ、「社会の授業がわかる」という生徒を入

学・進級時より増やす（アンケートを実施する）。 

・基礎的・基本的な内容を確実に定着させるために、課題を出し、提出させる。 

取組内容②【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・授業では、社会的事象に関する問いを工夫し、生徒に疑問を持たせ、疑問や課題

解決に向けて主体的に学習に取り組める環境を整える。 

・社会的事象について調べ、まとめる課題学習を年に一度以上行い、生徒間のコミ

ュニケーションやプレゼンテーションの能力の向上を図る。 

          
 

指標 

・実体験に基づく学習を進めるために、調べ学習を年に 1 度以上は行う。その際に、

考察・討論・発表などの活動を積極的に取り入れ言語活動の充実を図り、コミュニ

ケーション能力を高めていく。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

・必要に応じて、授業プリントの作成や ICT を活用し、生徒が学習内容を理解しや

すいように工夫する。 

・日々、社会科授業の中で生徒同士の交流や話し合い活動を行い、自身とは異なっ

た意見や感想を、自身の中に取り入れながら、自身の考えや意見、感想を更に深

い学びへと繋げていけるような教育活動の充実を図る。 

   

 

指標 

・ICT 機器を有効に活用し、生徒の理解がより深まるように教材研究を行う。 

・社会科教員相互に情報交換や共同で教材研究を行うことなどを通して、生徒の深

いへと繋がるようにしていく。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 論理的に物事を捉え、解決することができる力を育成する。 

 ＯＯＤＡループを取り入れた授業を日々展開する。 

    

指標  

「数学の授業が分かる」という生徒を入学時・進級時より増加させる。 

  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 基礎学力の定着を徹底すべく、生徒の必要に応じて学習の補助を行う。 

   

 指標  

各単元において到達度テストを行い、目標数値に達することができていない生徒

に対して適宜、補充学習を行う。 

  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

基礎学力を効率的に定着させることができるツール（ドリルやアプリなど）を日々

の学習活動において積極的に使用する。 

   
 

指標  

基礎学力を問う問題（本校で実施するテストにおいて）の正答率を各学年 

６０％以上を目指す。 

  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

授業において積極的に質問を投げかけ、様々な考えを引き出し、多様な価値観を共

有できるような授業を展開する。この際、様々な意見を気後れなく出せるような授

業の雰囲気を作っていく。 

    

指標 

チャレンジテストの状況調査アンケートにおいて「授業中，自分の考えや意見を伝

える場面がある。」と「授業中，間違っても笑われない。」の項目で肯定的な意見を

７０％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

視覚的にわかりやすい授業の展開を基盤とし、小テストや家庭学習用に教材を作成

し、知識の定着を図る。また実験だけでなく通常授業でも発言の場を増やし、様々

な考えが飛び交う授業展開を目指す。 

  
 

指標 

小テストを年６回以上行う。 

チャレンジテストの状況調査アンケートにおいて「授業中，話し合う活動を通じて

自分の考えを深めたり，広げたりしている。」の項目で肯定的意見を７０％以上にす

る。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６、教育ＤＸの推進】 

タブレットやプロジェクターを用いて視覚的にも理解しやすい授業を展開すると共

に家庭学習にも活用していく。 

   
 

指標 

タブレットを活用する学習活動を年３回以上行う。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・音楽に対する感性を豊かにできる授業実践。 

・音楽に対する感性とは、音や音楽のよさや美しさなどの質的な世界を価値あるも

のとして感じ取るときの心の働きを意味すると考えられている。 

   
 

指標 

・生徒が感性を働かせる場面を作るために、音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受する場面を設定する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人残さない学力の向上】 

・「主体的・対話的で深い学び」の推進 

・深い学びの鍵である「音楽的な見方・考え方」を働かせる場面を設定する。 

・「音楽的な見方・考え方」とは、音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を形づくっ

ている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や

文化などと関連づけることであると考えられている。 

   
 

指標 

・音や音楽を形づくっている要素とその働きに気付ける場面を設定する。 

・自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や文化などと、音や音楽を形づくって

いる要素が関連付いていると気付ける場面を設定する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 - 30 - 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６、教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推

進】 

・ICT を活用した教育の推進 

   
 

指標 

・１単元に１回は必ず ICT を活用する場面を設定する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向番号４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・定期テストを行い学習に対する意欲、また鑑賞の授業を行うことで感性を高め、

美術文化に対する理解を深める。 

・長期休業中の宿題を定着させることで家庭での学習・制作意識を高める。 

    

指標 

・１、２学期にテストを行い、学習理解度を計る。また鑑賞の授業を各学年、年２

回以上実施する。 

・長期休業中の宿題を１・２年生は年２回、３年生は年 1 回実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健体育科 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・基本的な技能の定着を図り、生徒一人ひとりの基礎体力の向上を目指す。 

・コミュニケーション能力を高めるとともに自主的・自発的な活動を定着さ 

せる。 

・生涯にわたって運動に親しむ習慣を身に着け健康に対する意識を高める。 

   

 指標 

・生徒の成長段階に応じた基礎運動を行い、運動量を確保し、個々の理解力と能力の向上に努める。 

・自主性を高めながら、運動に取り組めるようにする。またアクティブラーニングを意識しペアワー

クを単元ごとに必ず取り入れる。 

・学期ごとにアンケートをとり、『運動をすることが楽しい』と肯定的な回答する生徒が７０％以上に

なるようにする。 

・実技や保健学習を通して健康安全を意識し周囲に配慮できる生徒を育成する。 

取組内容②【基本的な方向５、健やかな体の育成】 

・授業内容や教材の特性を見極め、補強運動を実施し、運動量を確保する。 

   
 

指標 

・毎時間２種目以上の補強運動を行い基礎体力の向上を図る。 

・全国体力・運動能力調査で男女１種目以上大阪市平均を上回る。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向番号６、教育 DX の推進】 

ICT 機器を用いた効率的な授業内容の確立 

   
 

指標 ICT 機器を保健、体育実技ともに取り入れ体力の向上に努める。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 - 34 - 

技術家庭科 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向番号４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・授業や生活での体験を工夫し生かす。 

   
 

指標・長期休業中に創意工夫できる内容の課題を与える。  
取組内容②【基本的な方向番号４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・生活の技能を高めるため、実習内容を工夫しわかる授業を目指す。 

           

指標・創意工夫ができる教材を選択する。 

  ・ICT を活用し、資料や映像を見せて視覚的にわかりやすい授業を作る。 

取組内容③【基本的な方向番号４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・生活に必要な知識や技術の理解度を高める。 

  

指標・学習内容に応じて自己評価を行なう。 

・定期テスト以外でも理解度をはかり、ノート点検も定期的に行う。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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英語科 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

・コミュニケーション活動を授業に取り入れ、楽しく話す習慣を身につけさせる。 

・C-NET との TT の授業の中で、楽しい雰囲気で聞く力・話す力の強化を図る。 

・授業の中で外国の音楽を聴く、季節の行事など文化的な面での知識を紹介し、英

語を話す国・文化圏に対する興味、関心を深めさせる。 

   

 

指標 

・5 月と１月にアンケートを実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「未来を切り拓く学力・体力の向上」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・生徒が一人で家庭学習ができる教材、反復教材を宿題として出し、その課題を間

違いのないように全員が確実に提出できるように根気強く指導し、家庭での学習の

習慣と提出物等に関しての意識を全ての生徒に定着させる。 

・単元ごとに単語テストを実施する。範囲を狭く設定し、目標を達成できなかった

生徒は追試を行い、合格できるまで指導する。基本的な語彙をすべての生徒に身に

つけさせる。 

・各学年の授業でテスト前に習熟度の授業を行い、学力の底上げを図る。 

 

   

 

指標 

・1 年間ほぼ毎回の授業で課題を出す。提出率 80％以上を目標とする。ミスのあっ

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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た場合は、それを指摘してミスがなくなるまで再提出を繰り返す。 

・「家で学校の宿題(学校の復習)をしている。」と回答する生徒の割合を向上させる。 

・単語テストの平均正答率 75％以上をめざす。 

・習熟度の授業はテスト毎に実施する。 

  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「学びを支える教育環境の充実」 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向 教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進】 

・英語科の授業や家庭学習を進める中で、タブレットを効果的に活用していく。 

  

指標 

・どのような形でもよいのでタブレットを使う。  
取組内容②【基本的な方向９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

・小学校との連携を図る。 

        
 

指標 

・小学校との定期的なつながりを確保する。 

  

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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道徳科 

大阪市立 加美中学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

  最重要目標「安全・安心な教育の推進」 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・道徳の授業に使用する教材の研究、整備、共有化を進め、系統的、継続的な取り組みが出来るよう

に進める。 

・教科書とワークシートなどを通して授業を展開することで、生徒の自己を啓発する。 

・すべての内容項目において生徒の道徳心を深める。            

 

指標・生徒を対象とした学校アンケートにおいて「自分には、良いところがあると思う。」の項目に

ついて、「そう思う(だいたいそう思う)」と答える生徒の割合を 70％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


